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( 1 ) 

まえがき

1962年5月に，国際放射線防護委員会は新しい専門委員会構成を制定し，ま

た特定の諸問題をあっかうためには臨時の課題グループをもうけることを決定

した。 r委員会勧告の適用に関する専門委員会4Jは， 1963年5月にひらかれ

たその第1回会合で，環境モエタリングに関する課題グループをもうけること

を決定した。主委員会は，この課題グループを次のような付託事項と委員構成

とで作ることを承認した:

放射性物質を取り扱う施設付近における環境モニタリ γグ，および，もっ

と一般的な環境モニタリングの目標を検討すること;

これらの自標を達成するために勧告される方針をのベた報告をつくるこ

と。

委員構成:

H. J. Dunster (委員長〉

D. Beninson 

A. K. Ganguly 

C.A. Mawson 

G. Michon 

C.P. Straub 

E. G. Struxness 

イギリス

アルゼンチン

インド

カナダ

フランス

アメリカ

アメリカ

R. Scott Russell (イギリス〉が，専門委員会1の代表として， 1963年7月

にこの課題グループに加わった。

専門委員会4のこの報告は，環境モニタワングに関する課題グループの作業

の所産で、あって，放射性物質を取り扱う施設付近における環境モニタリングを

扱っている。
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報を得ることにある。

(39) .たいていの場合に，緊急事態、の検知は環境ではなく放出源のところで

行なうように設備するほうが適切である。しかし例外的な事情の場合，緊急時

モニタリング・プログラムの一部は，緊急事態の発生を検知しうるように，連

続的に実施される‘こともある。

サーベイの立案に影響する諸要因

(40) 緊急時サーベイの一般的形式は操業に先立つ調査の聞にはっきり決

め，かり定期的に再検討すべきで、ある。その計画は，緊急事態の予期されない

面，およひ，緊急事態がすすむにつれての状、況の変化を考慮にいれられるよう

に，ゅうずうがきくものでなければならない。当初の計画に影響をもっ諸要因

は日常サーベイの場合の諸要因と基本的には似ているであろうが，緊急状態で

予想される，より高い放射能レベル，および，迅速な評価の必要という理由で

修正されるであろう。迅速を必要とするという点は，吸入の危険性の推定の際

にはとくに重要である。この危険性をくわしく算定することは不可能で、あろう

から.非常に簡単な測定にもとづき，その事故の大きさの見積りを考えあわせ

て，決定を下さなければならないであろう。

(41) 迅速を必要とするために，ある選ばれた食品中の全P放射能の決定と

か，環境における T放射線レベルの決定といったような，汚染の非特異的な測

定法を用いる必要が生ずることがある。緊急事態の聞に一時的に高放射能レベ

ルとなって，バックグラウンドの測定は不必要になることがしばしばある。-

このことは，特異的な測定の際にはほとんどいつも正しい一ーしかし，もしま

ったく問ーの方法ではかったノミックグラウンド値が操業に先立つサーベイまた

は日常サーベイのプログラムの一部としてあらかじめ与えられているならば，

ある種の測定の解釈に大いに役立つで、あろう。したがって緊急時サーベイの立

案には，非特異的な測定の必要がありそうかどうか，もしありそうならどんな
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